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英国金融政策（2025年3月）
市場予想通り政策金利を4.5%に据え置き

1/1

2025年3月21日

不確実性の高まりの中でも、四半期毎の利下げを継続へ

BOE（イングランド銀行）は3月19日（現地、以下同様）に終了した金融政策委員会で、政策金利を

4.5%に据え置く決定をし、20日に発表しました。BOEは昨年の8月に利下げを開始し、11月と2月に利下

げを実施しています。今回の据え置きは市場予想通りの決定でした。8名が据え置きを支持し、1名が

0.25%ptの利下げ票を投じたのみであったことから、全体として「タカ派的な据え置き」と評せられます。

今回は四半期に一度の経済見通しの公表回ではなく、表立った経済見通しの修正はありません。需給両

面に起因する景気の弱さや、エネルギー価格を主因とする2025年7-9月期までのインフレ率の上昇とその

後のインフレ率の落ち着きの見通しなど、2月の経済見通しの内容を踏まえた記述です。先月からの変化

としては、米国の関税政策、地政学的リスク、ドイツの財政ルールの大幅な変更など、不確実性の高まり

を指摘しています。その上で、今後の金融政策の方針として、「金融引き締めの更なる解除へは漸進的で

注意深い対応が適切」との先月導入した表現をそのまま用いつつ、インフレ見通し次第で金融引き締めの

軽減度合いを変化させるとしています。不確実性の高まりの中では両論併記もやむを得ないでしょう。

当社としては、当面の景気停滞と基調的なインフレ率の中期的な低下基調の見通しに加えて、現在の政

策金利が4.5%と、中立金利と目される3%程度を大幅に上回っていることから、これまで通り四半期毎に

0.25%ptの利下げを継続し、2025年中は2月に続き5、8、11月の利下げを想定します。

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は発表日ベース

英国の金利と為替英国の消費者物価指数

（出所）英国統計局

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（前年同月比、％） （％） （米ドル/ポンド）（2010年1月～2025年1月） （2020年1月初～2025年3月20日）
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